
第132回触媒化学研究センター談話会 

 

演 題：ペロブスカイ ト 型酸化物の基本触媒 
特性と 環境触媒と し てのポテンシャ ル 

 
講演者：寺岡 靖剛 氏 

（九州大学大学院総合理工学研究院 

物質科学部門 教授） 

 
日 時：２ ０ ０ ２ 年１ ０ 月３ ０ 日（水） 

１ ５ ：３ ０－１ ７ ：００ 

会 場：北海道大学理学部 本館  
Ｓ －３ ０ ２ 室（３ 階） 
 

要 旨： ペロブスカイ ト 型酸化物，特に Co，Mn などの遷移金属を含むペロ

ブスカイ ト は，1970 年代初頭に酸素還元用電極触媒なら びに自動車排ガス浄化触媒

と し て貴金属の代替と なり 得ると の報告によ り 触媒研究の舞台に登場し た。その後

も こ の両応用に関する研究が精力的に進めら れ，環境触媒，省エネルギーのための

電気化学デバイ ス用触媒と し ての高いポテン シャ ルおよ び基本触媒特性が明ら かに

なり ，触媒設計指針も ほぼ確立し た。一方，近年になっ てペロブスカイ ト のガソ リ

ン 車用三元触媒と し ての実用化などを契機と し て，環境触媒と し てのペロブスカイ

ト が再び注目さ れ始めている。 

 本講演では，(1)ペロブスカイ ト の酸化還元能を中心にし た触媒機能を左右する因

子，(2)完全酸化反応，NOx除去反応，NOx共存下でのディ ーゼルパティ キュレート

酸化反応などの環境触媒反応に対する触媒特性，(3)酸素透過膜およ びメ ン ブレ ン リ

アク ターへの応用，なら びに(3)高表面積（微粒子）ペロブスカイ ト の合成について，

我々の研究を中心に紹介する。 
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